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令和７年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「子どもと一緒に未来を描けるまちづくり」 

取組の名称 
子どもたちの未来を支える思いやりの循環（OMOIYARI LOOP） 

～岡山ビューホテルが実践する協働まちづくり～ 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

岡山ビューホテルは、「思いやり」を大切に、全国的にも稀な「地域の子ど

もを支えるホテル」という独自モデルを確立しました。 

コロナ禍で失われた経験の補完や心のケアを目的に、給食のない休みに子

ども食堂を開催。ひとり親家庭を招いた写真展や料理教室、防災・フード

ロスを学ぶイベントを展開。さらに 24時間保育園へ特製おやつを届け、地

域の子ども食堂の卒業祝いも実施し、見守り機能を再生。 

企業や団体と共同開発したオリジナル商品の売上の一部や、宿泊客の清掃

不要・マイ歯ブラシ持参協力によるコスト削減分を活動資金に充当。これ

により障がい者支援や環境負荷軽減にも広がり、産官学民連携で「思いや

りの循環」を未来へつなげています。 



成果・効果 

 
取組を通じて得られた成果

や、解決した社会課題の状

況、また関連した地域への

効果や変化などを書いてく

ださい。 

岡山ビューホテルでは、コロナ禍に突入した 2020 年 3 月より、地域の子どもたち

や子育て世帯を支えるための活動を開始し、現在も継続しています。特に、給食

がなく孤食になりがちな夏休みや春休みに開催する「子ども食堂」は、ホテル主

催としては珍しい取組です。5 年間で延べ 600 人以上の子どもが来館し、地域の

つながりを生む場になりました。ジビエ肉や規格外野菜を使った献立は、フード

ロスや命の大切さを学ぶ食育の場ともなり、「おいしい」だけでなく「普段食べられ

ない料理が楽しい」との声も寄せられています。近年では、地域の方が食材提供

や配膳を担うなど、活動が地域全体に広がり、参加した子どもたちの中には後日

家族とレストランを再訪するケースも増えています。 

2022 年からは、コロナ禍で特に影響を受けたひとり親家庭を対象としたイベント

をこれまでに 4 回開催し、毎年継続しています。防災やフードロスをテーマにした

親子向けの学びの場に加え、日常では得難い楽しい時間を提供することがで

き、「久しぶりに子どもと笑って過ごせた」と涙ぐむ保護者もありました。本取組

は、岡山市の後援、支援団体の協力、大学生ボランティアが連携して実現。今年

も 9 月 23 日に開催を予定しています。 

また、ホテル正面にある 24 時間営業の「わいわい保育園中山下園」には、様々

な事情で親と離れて一夜を過ごす子どもたちが平均 30 名在籍。そうした子ども

たちへホテル特製の無添加おやつを差し入れする活動を 2022 年より継続してい

ます。毎回寄せ書きメッセージや笑顔の写真が届き、寂しさが和らぎ楽しい時間

となっていることが伝わります。 

さらに、北区大供の「おかえり子ども食堂」の卒業祝いも 2022 年から毎年継続。

普段はなかなか口にできないホテルの食事で門出を祝うことで、子どもたちにと

って誇らしく心に残る思い出となり、「新しい学校でも頑張りたい」という前向きな

気持ちも聴けます。ここでも延べ 30 人以上の大学生ボランティアが参加し、若者

が社会課題に向き合う機会を提供しています。 

活動の持続性を支えるため、外部助成に依存しない資金循環の仕組みを構築。

毎年 3000 人以上の宿泊客が連泊時の清掃不要やマイ歯ブラシの持参に協力

し、削減できた清掃コストを資金に充当。さらにリネン洗濯に使う有機洗剤やプラ

スチックごみを削減し、環境負荷軽減にも貢献しました。また、地域の企業や団

体と協働して商品開発を行い、障がい者にパッケージをデザインしてもらい支援

にもつなげました。この商品は東京など県外でも販売され、これらの売上の一部

も活動資金に充てて、清掃コスト削減と合わせて 2024 年は年間で約 50 万円の

活動資金を捻出できました。地域連携による経済的波及効果も生んでいます。 

「宿泊客と地域の子どもをつなぐホテル」は業界でも先駆的な事例です。年々共

感者や協力者が増加する中、単発イベントや一時的なボランティア活動にとどま

らない、持続可能な「思いやりの循環」を体現。行政・学校・企業・地域住民の産

官学民の連携を進め、ホテルという“場”とホスピタリティの特性を活かしながら、

地域に根ざした共生社会を実現し、子どもたちと共に未来を描いてまいります。 



 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開

します。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 
子どもたちの未来を支える思いやりの循環（OMOIYARI LOOP） 

～岡山ビューホテルが実践する協働まちづくり～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

●子どもたちが主体的に参加し、笑顔と未来へ希望を育む機会を創出している点 

●宿泊客をはじめ、産官学民の多くの団体企業と協働し繋がりを作っている点 

●防災や食育などの教育機会を提供し、社会性を育み未来へ道筋を提示している点 

●単発的ではなく、持続可能な取組として未来志向な点 

取組の目的・目標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

●コロナ禍で制限された学校生活により失われた子どもたちの経験や成長の機会を

補い、心のケアを行う 

●経済的困難に直面する家庭、特にひとり親世帯の子どもたちに対し、安心して  

過ごせる居場所や支援を提供する 

●孤食の増加を背景に、地域のつながりを活かして「共食」の場をつくり、     

心身の健康を育む 

●家庭内に困難を抱える子どもたちが孤立せず、安心して相談・支援を受けられる

環境を整える 

● 核家族化・共働き世帯の増加によって希薄になった地域の見守り機能を再生し、

子どもを社会全体で育てる仕組みづくりを目指す 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

●子ども食堂 
１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

ホテルの近所にあるYMCAせとうち様に来ている小学生の子どもたち約40名が対象 
 

２ 活動内容、実施方法など 

開始時期：2020 年 3月より開始 

開催場所：ホテル館内直営レストラン「五感」 

実施頻度：夏休み・春休みなど学校給食のない時期に年 3回開催 

開催実績：2025 年は 3月 31 日、7月 28 日、8月 18 日に実施済み 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

●大鍋でカレーなどを大量に調理し、子どもたちが満足するまで何杯でも自由に  

食べられる形式を採用（※なくなり次第終了） 

●コロナ禍でも換気・消毒など感染対策を徹底し、これまでに感染者ゼロで継続 

●規格外野菜やジビエ肉を活用することで、命の大切さなど食育の機会を提供 

●食物アレルギーにも配慮し、安心して参加できる環境を整備 

●地域の有志による無償の食材提供や配膳ボランティアの協力もあり、地域ぐるみの

取組へと発展 

●子どもたちから届いた直筆のお礼メッセージを毎回フロントに掲示 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.okaview.jp/news/206750 （2025年3/31開催分） 

https://www.okaview.jp/news/210312   （2025年7/28開催分） 

 

●ひとり親家庭支援イベント 
１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

地域のひとり親家庭 7～8組程度が対象 ※感染対策の配慮上 

※岡山市が運営している「おかやま親子応援メール」にて告知し抽選にてご招待 

 
２ 活動内容、実施方法など 

◆写真展・苔ワークショップ＆食事会（2022 年 2 月 13 日） 参加：8家庭 24 名 

苔アーティストによるワークショップ 

プロ写真家による親子記念撮影 

レストランでの食事会 



◆母の日料理教室（2023 年 5 月 14 日） 参加：5家庭 15 名 

ホテル料理長による簡単レシピ（餃子の皮ピザとクッキー）を親子で調理・試食 

子どもたちがクッキーにメッセージを書き、母親へサプライズプレゼント 

 

◆防災イベント（岡山市後援）（2024 年 4 月 21 日） 参加：6家庭 16 名 

アルファ米（岡山市提供）を使った料理長のアレンジメニューを試食 

紙芝居・ワークショップによる防災学習（協力：岡山市子どもセンター様・     

ひとり親家庭福祉会様） 

 

◆フードロスイベント（岡山市共催）（2024 年 9 月 16 日） 参加：7家庭 19 名 

フードドライブの食材で作る料理長のアレンジメニューの試作および試食 

「てまえどり」推進のため、子どもたちがイラストやキャッチコピーを制作 

作品は市内のコンビニに設置 
 

３ 工夫した点や取組の特徴 

●ホテル直営レストラン「五感」で実施。感染対策（消毒・換気等）を徹底 

●岡山市内の子ども支援団体（子どもセンター様、ひとり親家庭福祉会様、     

チャリティサンタ様等）と連携し、企画・運営・集客を協働 

●母の日イベントでは、親子の絆を深めるサプライズ企画を実施し、感動の声も 

●防災イベントでは実践的かつ親子で楽しめる学びの場を提供 

●フードロスイベントでは、社会課題への理解を促進し、地域への貢献にもつなげた 

●2024 年からは岡山市の後援・共催を受け、岡山大学・ノートルダム清心女子大学  

などの学生ボランティアが参加 

 
◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.okaview.jp/news/165875 （2022年2/13開催分）※コロナで延期して実施 

https://www.okaview.jp/news/193354 （2024年4/21開催分） 

https://www.okaview.jp/news/199759 （2024年9/16開催分） 

https://www.youtube.com/watch?v=Era9TszqcuQ （2024年9/16開催）RSKイブニングNews 

 
●24時間営業の保育園へおやつの差し入れ 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

ホテル正面にある24時間営業の「わいわい保育園中山下園」に在籍している1歳から小学生

までの子どもたち約30人が対象 

 
２ 活動内容、実施方法など 

●2022 年より年 1回実施 

●ホテルで手作りした無添加クッキーなどのおやつを、直接持参して差し入れ 

●後日、子どもの感謝の寄せ書きや写真をいただき、ホテルフロント前に掲示 

 
３ 工夫した点や取組の特徴 

●規格外の人参や廃棄予定のおからを活用し、食育につながるおやつを提供 

●あえて子どもが苦手としやすい食材を使い、食べやすくして克服体験をサポート 

●防腐剤・添加物を使用せず、身体にやさしいレシピで提供 

●保育士が食べる前にクイズ形式で食材を紹介し、子どもたちの興味関心を促進 

●食物アレルギーについては事前に保育士と情報を共有し、個別に対応 

 
◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.instagram.com/p/C6Uza15SUyh/?img_index=1 
 

●「おかえり子ども食堂」の卒業祝い 
１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

北区大供にある「おかえり子ども食堂」に来る保育園（幼稚園）、小学校、中学校を卒業した 

子どもたちとその家族約40名が対象 

 



２ 活動内容、実施方法など 

●2022 年よりホテル館内直営レストラン「五感」にて、毎年 4月・入学式直前に開催 

●卒業を終えた子どもたちとその家族、子ども食堂職員が一堂に会する食事会を実施 

●ホテル特製の「お祝いケーキ」を用意し、参加者全員でお祝い 

 
３ 工夫した点や取組の特徴 

●食品業者の協力により、野菜・果物・魚・肉などの食材を無償で提供いただき、   

地域の支援を活かした開催を実現 

●岡山大学・岡山県立大学の学生ボランティアが参加し、盛り付けや配膳を担当。  

学生と地域の子どもたちとの温かい交流の場にもなった 

 
◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.okaview.jp/news/193142 （2024年4/7実施分） 

 

●イベント開催原資の獲得のために 
１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

地域の企業や団体、および岡山ビューホテル宿泊客が対象 

 
２ 活動内容、実施方法など 

【商品開発による資金づくり】 

●2021 年、ホテルオリジナルブランド「OMOIYARI LAB」を立ち上げ、つくる人も、使

う人も、地球や環境、社会にも配慮したエシカル視点での商品開発を推進。 

●地域企業と連携し、備前味噌様と開発したスパイス、平林金属様と共同開発した 

ホテルブレンドコーヒーを販売。 

●販路はホテル・自社 EC サイトのほか、天満屋岡山店（岡山贔屓）、イオン岡山   

（ハレマチ特区 365）、とっとり・おかやま新橋館などにも拡大中。 

【宿泊客の協力による資金づくり】 

●宿泊客に「清掃不要」マグネットで意思表示をしてもらい、有機洗剤使用を減らし

清掃コスト削減分を子ども支援などの活動原資に活用。（2023 年より開始）。 

●未使用の客室用歯ブラシをフロントに返却する「マイ歯ブラシ」推進でプラスチッ

クごみとコスト削減を図る。 

 
３ 工夫した点や取組の特徴 

●商品パッケージは、ありがとうファーム様やカモノハシ様に所属する障がいのある   

アーティストがデザインを担当。商品に社会的価値を付加し、自立支援にも貢献。 

●清掃不要やマイ歯ブラシの協力状況を数値化し、毎月フロント前のポスターで「見

える化」。協力者への感謝と活動の透明性を伝えている。 

●宿泊客には協力を強制せず、参加者にはミネラルウォーター1 本をプレゼント。  

お客様からは「部屋にスタッフが入らず快適」との声も多数寄せられている。 

 
◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://5kan.thebase.in/blog/2022/06/11/090409 

https://www.okaview.jp/news/188304 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期： 2020 年 3 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

 

今後は、企業や団体との連携をさらに広げ、大学に加えて中学校・高校とも協働を拡大し

ます。宿泊客の協力やオリジナル商品の数・販路も増やし、ホテル事業と連動した持続

的な支援モデルを強化。関わる人すべてがハッピーになる「思いやりの輪」を地域全体に

広げていきたいと考えています。 



協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

地域の方々と連携し取り組むことで、単独では実現しにくかった多くの成果が得られました。 

まず、子どもたちにとっては、社会との接点を持ち、自分が社会の一員として必要とされてい

ることを実感する機会が生まれました。子ども食堂やクッキーの差し入れ、卒業祝いといった

活動を通して、「自分はひとりじゃない」と感じられる安心感と、地域とのつながりを体験する

ことができました。 

また、ホテル側にとっても、地域や子どもたちとの新しい関係性が築かれたことは大きな効

果でした。地域貢献としての社会的評価が高まるとともに、社員のモチベーション向上や社

内の一体感も生まれました。取組に共感した子育てママの雇用にもつながっています。 

さらに、地域の人々もこの活動を通して子どもたちの成長を見守る立場となり、まち全体に

温かなつながりが生まれたことも見逃せません。これは、単なる CSR ではなく、「地域ぐるみ

の子育て文化」を育む一歩となったといえます。 

 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の関

わりの深さも評価

の対象となります。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 公益財団法人 YMCA せとうち 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 子ども食堂の子どもたちの集客での協働 

団 体 名 備前味噌醤油株式会社 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 オリジナル商品（スパイス）の共同開発 

団 体 名 平林金属株式会社 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 オリジナル商品（コーヒー）の共同開発 

団 体 名 株式会社ありがとうファーム 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 オリジナル商品（コーヒー）共同開発 

団 体 名 就労支援 B型事業所カモノハシ 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 オリジナル商品（スパイス）の共同開発 

団 体 名 岡山市 危機管理室 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 防災イベントの後援および防災食（アルファ米）などの提供 

団 体 名 岡山市 環境局 環境部 環境事業課 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 フードロスイベントの共催 

団 体 名 認定特定非営利法人チャリティサンタ 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 母の日イベントでの協働 



団 体 名 特定非営利法人岡山市子どもセンター 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災イベントの協賛 

団 体 名 一般社団法人岡山市ひとり親家庭福祉会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災イベントおよびフードロスイベントの協働 ボランティア学生の手配 

団 体 名 おかえり子ども食堂 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 所属する子どもたちの卒業祝イベントの協働 ボランティア学生の手配 

団 体 名 わいわい保育園 中山下園 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 所属する子ども達へおやつの提供先 

団 体 名 岡山大学、岡山県立大学、ノートルダム清心女子大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 ひとり親家庭イベント、子ども食堂卒業祝のボランティアとして学生が参加 

 


